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花崗岩からなる山地流域における地表水―地下水循環系のモデル化
Modeling of Surface Water and Groundwater Cycle System in a Mountainous Catchment
Underlain by Granite
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山地流域は水資源の涵養域として大きな役割を果たしており，山地流域の地下水流動を把握する研究が行われてきた．
しかし，地形勾配が急な花崗岩山地流域における研究は多くは行われておらず，特に数値シミュレーションを用いて地
下水流動を把握した研究は少ないのが現状である．そこで本研究では，数値シミュレーションにより地形勾配が急な花
崗岩山地における地下水流動を再現することを目的とした．
本研究は，花崗岩からなる山地流域の一つである，山梨県神宮川の源流域を対象とした．この流域は，最大比高が約 1400

mであり，非常に急勾配な流域である．数値シミュレーションは，三次元の地表水―地下水流動を解析できるGETFLOWS
を用いて行った．同地域では，これまでにフロン類等のトレーサーを用いた研究により，地下水の滞留時間や涵養標高
が推定されており，それらの再現を試みた．
透水係数に相当する絶対浸透率を変化させ，地下水流動系の再現を試みた．その結果，地下水位や地下水の流線など

の地下水流動系は絶対浸透率によって大きく変化することが示された．また，流域北部の湧水においては，フロン類ト
レーサーにより，一部の湧水の滞留時間は他の湧水の滞留時間より長いことが示されているが，数値シミュレーション
による滞留時間も同様の傾向を示した．また，涵養標高に関しても，一部の湧水を除き，妥当な値を示した．
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